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EAC 再設立直前の 1999 年、その当初加盟国の一つとなる隣国ケニアは、政府植林地等での乱
伐を食い止めるために、一部の大規模事業者を除いて伐採活動を禁じた。この禁伐は、2012年に
解除されるまでの間、ケニア製材界に打撃を与えた一方、建設ブームと相乗して、ケニアの農地
林業を活性化した［Cheboiwo 2016, 25］。他方、この状況はタンザニアを含む EAC域内の自然林
材へのケニアの依存を強め、またタンザニアでの針葉樹材・ユーカリ電柱材の違法伐採・輸送、
数量の過少申告を、そしてケニアへの違法輸出を活発化して、両政府の林業関係収入を減少させ
た［Lukumbuzya and Sianga 2017, 11, 21, 45］。このように一国資源の保全が他国資源の問題視され
るような輸出を促す姿は、 EACの精神に反するとの見解もある［EAWLS/TNRF 2012, 17］。しか
しケニア政府は 2014～15年にも伐採を禁じ、また 2018年 2月にも 3カ月間の禁伐を発令してい
る。こうした動きはタンザニアへと波及して違法な越境取引を誘発し、禁伐がケニア農地林業を
盛んにしたのと同様に、中期的にはメルの人々の農地林業を刺激する可能性がある。 
2006年、EAC加盟各国は環境・自然資源管理に関する議定書（Protocol on Environment and Natural 
Resources Management）に署名したが、その第 11条（森林・樹木資源管理）は、加盟各国が域内
の森林の持続的管理・利用と林産物取引にかかわる諸活動において協力することを求めている。














ザニアの森林当局が「木材・林産物の違法取引に関するザンジバル宣言」［Republics of Kenya, 









































は、2012年に森林・農場ファシリティ（Forest and Farm Facility: FFF）を始めた国連食糧農業機関
（FAO）の試みである。これは、農民、女性、コミュニティ、先住民協会などによる森林・農場
生産者組織（Forest and Farm Producer Organizations: FFPOs）を支援して、人々が気候変動に対処し
食糧安全保障を改善する能力を高めようとするものであり、国連の持続可能な開発目標（SDGs）




開いたが（第 1回は 2015年 6月にケニアで開催）、これはマスメディアを通してメルの人々の耳
目にも触れたことであろう。その共同宣言は「変動する気候下にある森林・農場生産者組織を強
化する」と題された［FAO et al. 2017］。こうした組織を法的に認めて農民による林産物の商業的・
持続的利用を促し、林産物のバリューチェーンにおいて農民自身が付加価値を生み出す幅を広げ、
再造林を進め、木質エネルギーを確保し、気候変動に適応させようというのである。この会議を






発をも志向している［Tieguhong and Schure 2015, FAO 2017］。ケニアの樹木供給不足を補うのは農
地林業であるとの認識から、FFFプログラムは 2014年より国内 2地域においてケニア農地林業小










                                                        
1 FAOサイトでは（http://www.fao.org/japan/news/detail/en/c/292153/）、Forest and Farm Facilityを森林・農業ファシ
リティ、Forest and Farm Producer Organizationsを林業及び農業生産者団体と訳しているが、本稿では生産の場と
いう意味が前面に出る訳語を選んだ。 
タンザニア・メル山地域の農地林業と森林関連政策 



















































＊本稿では、タンザニアの The Citizen、Daily News、The Guardian、Mwananchi、Nipashe、Swahili Times、ケニアの
Citizen Digital、Daily Nation、Standardを参照した。煩雑さを避けるために、これらのニュース・サイトで参照し
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